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今
、さ
か
な
が
熱
い
! !

I

地
魚

L
O
V
E

〈市民の皆様へ おわび〉
　このたび、子ども青少年部の職員が、合計で1,300万円余の児童手当および子ども手当を
詐取していたことが判明したため、当該職員を4月7日付で懲戒免職としました。
　過去の不祥事を反省し、コンプライアンス徹底の取り組みをしている中での出来事であり、
最高責任者として、まことに遺憾です。
　今回の不祥事を踏まえ、今後、市民の皆様からの信頼回復に全力を傾けることはもとより、
再発防止策として、事務作業上の盲点を全庁的に徹底的に洗い出して改善します。
　このたびの不祥事について、市民の皆様に心からおわび申し上げます。
 小田原市長　加藤 憲一



I

2

I
 
L
O
V
E 

地
魚

今
、さ
か
な
が
熱
い
!!
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浜
課
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魚
が
好
き
な
人
や

　
魚
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
ら
れ
る
人
を
増

　
や
す
。

　
魚
を
使
っ
た
魅
力
あ
る
商
品
を
作
る
。

　
魚
が
食
べ
ら
れ
る
場
を
作
る
。

　
「
小
田
原
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
・
消
費
拡
大

協
議
会
」の
活
動
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
田
原
の
魚
を
周
知
し
、
販
路
を
拡
大

し
よ
う
」と
、
水
産
関
係
者
が
中
心
と
な
り
、

平
成
24
年
6
月
、「
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
研
究
会
」

を
発
足
。
昨
年
４
月
に
は
、
同
研
究
会
か

ら
、
提
言
書
と
P
R
用
冊
子『
小
田
原
の
魚

が「
す
ば
ら
し
い
」
ワ
ケ
』
が
、
加
藤
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
を
受
け
、
同
年
７
月
に
新
た
に

立
ち
上
げ
た
の
が「
小
田
原
の
魚
ブ
ラ
ン
ド

化
・
消
費
拡
大
協
議
会
」
で
す
。
小
田
原
の

魚
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
消
費
拡
大
を
目
指

し
、
市
や
商
工
会
議
所
、
漁
業
協
同
組
合
、

市
場
関
係
者
ら
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
の
魚
は「
ア
ジ
」が
有
名
で
す
が
、

そ
の
他
に
も
四
季
折
々
の
魚
が
獲と

れ
、「
味
の

よ
さ
」「
多
彩
な
魚
種
」「
鮮
度
の
よ
さ
」と
い
っ

た
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
箱
根
や
丹
沢
の
森
か
ら
豊
か
な
栄
養
が
海

に
運
ば
れ
る
こ
と
で
、
日
本
三
大
深
湾
の
相

模
湾
で
、
お
い
し
い
魚
が
す
く
す
く
育
ち
ま

す
。刺さ

し

身み

の「
プ
リ
プ
リ
」感
、味
や
香
り
、全

て
が
最
高
で
す
。

小
田
原
の
魚

も
っ
と
食
べ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
田
原
と
い
え
ば
「
魚
」
!!

「
も
っ
と    

知
っ
て   
も
ら
い
た
い
」

「
も
っ
と    

買
っ
て   

も
ら
い
た
い
」

「
も
っ
と    

食
べ
て   

も
ら
い
た
い
」

水
産
関
係
者
が
ず
っ
と
抱
い
て
き
た
気
持
ち
が

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
そ
の
動
き
に
注
目
で
す
。

小
田
原
の
魚
は
ス
タ
ー
ぞ
ろ
い

「
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
研
究
会
」の

研
究
を
経
て
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こんなことやりました！

器具を使うことで、カマスの内臓と背骨を一
瞬で引き抜き、調理が可能となりました。

小田原短期大学、崎村調理師専門学校、小田原ひもの協同組合などの協力を得て、食育・
料理教室を試行。子育て世代と子どもを対象に、「簡単手軽な楽ちん地魚料理」など、5パ
ターンの料理教室を開催しました。

子どもが魚好きになるように、易しい文体で啓発パンフレットを作成しました。

小田原漁港周辺の飲食店・魚
屋さんマップができました。

小田原で獲
と

れる「イシダイ」を使ったイベントが行われ
ました。その名も「石

いし

鯛
だい

を食らおう」。新しい食べ方を紹
介し、認知度アップを図りました。

プロジェクトが分かる！
小田原の魚を「食べる」「知る」「買う」「参加体験する」情報が盛りだくさん！

ホームページができました！

　

首
都
圏
へ
の
波
及
効
果
を
視
野
に
入
れ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、地
域
住
民
の
他
に
観
光
客
。

　
い
ろ
い
ろ
な
魚
を
対
象
に
、安
定
供
給
や
、

食
べ
や
す
い
、
買
い
や
す
い
と
い
っ
た
付
加

価
値
を
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
高
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
魚
も
有

効
に
使
う
な
ど
、
販
路
拡
大
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る「
人
づ
く
り
」「
物
づ
く
り
」「
魚
食
へ
の

流
れ
づ
く
り
」を
総
合
的
に
展
開
し
、「
小
田

原
の
魚
」の
認
知
度
の
向
上
と
消
費
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。

小
田
原
の
魚
の
価
値
を
伝
え
、

そ
の
可
能
性
を
生
か
す

魚
食
へ
の
流
れ
を
つ
く
る

（
魚
を
食
べ
る
シ
ー
ン
づ
く
り
）

物
を
つ
く
る

（
好
き
に
な
る
商
品
づ
く
り
）

人
を
つ
く
る

（
魚
好
き
に
す
る
、
好
き
を
広
め
る
）

3
つ
の
柱

のぼりを目印に、おいしい魚を買った
り、食べたりできます。

小田原の地魚を扱う店を
募集中。

小田原の魚ブランド化・消費拡大協議会

3 3
2
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石
橋
漁
場
　

新
た
な
定
置
網

　
小
田
原
の
定
置
網
は
石
橋
・
米
神
・
根
府
川
・
江
之
浦
の
4
つ
の
漁
場
に
あ
り
ま
す
。

　
今
春
、
石
橋
漁
場
で
新
た
な
定
置
網
の
操
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
イ
シ
ダ
イ
な
ど
価

値
の
高
い
魚
の
漁
獲
に
適
し
て
い
ま
す
。
漁
獲
量
の
増
加
と
、
大
漁
時
の
保
管
が
可
能

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
鮮
魚
の
安
定
供
給
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

春

秋

夏

冬

小田原で
獲
と

れる
季節の代表魚

　
小
田
原
の
鮮
魚
の
素

晴
ら
し
さ
を
広
め
、「
小

田
原
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
・

も
っ
と
食
べ
よ
う
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
親
し
み
を

持
て
る
よ
う
、多
く
の
人

に
分
か
り
や
す
い
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、の
ぼ
り
旗
や
広

報
用
グ
ッ
ズ
な
ど
で
広

く
使
用
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

魚
好
き
集
ま
れ
!!

魚
ブ
ラ
ン
ド
化 

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク

「
旬
の
お
い
し
い
ア
ジ
」
で
お
祭
り
!!

小
田
原 
あ
じ
・
地
魚
ま
つ
り

　
魚
屋
さ
ん
、
漁
師
さ
ん
、
市
場
で
働
く
皆
さ
ん
が
協
力
し
、
漁

港
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
市
の
魚
に
制
定
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
を
中
心
に
、
地
場
産
の
新
鮮

な
魚
介
類
を
格
安
で
大
売
り
出
し
！ 
売
り
切
れ
御
免
！ 

漁
協
の

婦
人
部
を
は
じ
め
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
も
乞こ

う
ご
期
待
！

午
前
8
時
～
午
後
1
時

水
産
市
場（
市
内
早
川
）

場
所
時
間

（答えはP5）

魚の名前が
分かりますか？Q

募
集

5
月
　
日
ま
で
募
集
！

15

5月
18日（日）
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小
田
原
の
定
置
網
は
石
橋
・
米
神
・
根
府
川
・
江
之
浦
の
4
つ
の
漁
場
に
あ
り
ま
す
。

　
今
春
、
石
橋
漁
場
で
新
た
な
定
置
網
の
操
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
イ
シ
ダ
イ
な
ど
価

値
の
高
い
魚
の
漁
獲
に
適
し
て
い
ま
す
。
漁
獲
量
の
増
加
と
、
大
漁
時
の
保
管
が
可
能

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
鮮
魚
の
安
定
供
給
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

く
、
漁
業
に
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
ネ
ク
ス

コ
中
日
本
に
要
請
。
全
体
の
う
ち
3
0
0
立

方
メ
ー
ト
ル
分
の
消
波
ブ
ロッ
ク
を
魚
礁
に
再

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

消
波
ブ
ロッ
ク
を
活
用
し
た
漁
場
づ
く
り
に

は
、
二
つ
の
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
海
中
に
消
波
ブ
ロッ
ク
を
置
く
こ

と
で
、
沿
岸
部
に
押
し
寄
せ
る
波
が
弱
ま
り
、

防
災
面
で
機
能
す
る
こ
と
。

　
も
う
一
つ
は
、
消
波
ブ
ロッ
ク
の
す
き
間
に

魚
介
類
が
集
ま
り
、
ブ
ロッ
ク
の
表
面
に
藻
が

茂
る
こ
と
で
成
育
の
場
が
増
え
、
資
源
の
保
護

育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
。

　
道
路
工
事
で
役
目
を
終
え
た
消
波
ブ
ロッ
ク

を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
魚
が
集
ま
り
、
豊
か

な
海
と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

備
的
な
役
割
に
なって
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
石
橋
漁
場
で
新
た
に
導
入
し
た
定
置

網
に
は
、
米
神
漁
場
で
効
果
を
上
げ
た
急
潮
対

策
を
施
し
、
台
風
な
ど
の
際
に
は
、
急
潮
の
影

響
を
受
け
ず
に
漁
具
被
害
を
抑
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
さ
30
メ
ー
ト
ル
、
幅
18
メ
ー
ト
ル

の
大
型
「
金き

ん

庫こ

網あ
み

」
を
備
え
、
大
漁
の
と
き
は

網
の
中
に
魚
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
シ
ダ
イ
な
ど
の
蓄
養
が
可
能
に
な
る
た
め
、

漁
獲
量
増
加
と
安
定
供
給
が
実
現
し
ま
す
。

　

石
橋
漁
場

の
定
置
網
設

計
に
は
、
県

水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
相
模

湾
試
験
場
の

サ
ポ
ー
ト
が

欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

試
験
場
内

に
あ
る
回
流

水
槽
の
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
定
置

網
を
固
定
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
太
く
す
る
な
ど
急

潮
に
強
く
し
ま
し
た
。

　
海
底
地
形
調
査
で
は
、
セ
ン
タ
ー
所
有
の
漁

業
調
査
船
「
う
し
お
」
が
力
を
発
揮
。
定
置
網

の
位
置
を
決
め
る
と
き
な
ど
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
田
原
の
定
置
網
漁
業
は
、
驚
く
ほ

ど
若
い
世
代
が
担
って
い
ま
す
。

　

1
9
9
8（
平
成
10
）年
、
米
神
漁
場
で
新

型
の「
モ
デ
ル
定
置
網
」
を
導
入
す
る
ま
で
は
、

従
事
者
の
平
均
年
齢
は
60
歳
代
で
し
た
。
当

時
、
台
風
な
ど
に
よ
る
急き

ゅ
う

潮ち
ょ
うに
強
く
省
力
化
が

図
れ
る
技
術
は
画
期
的
で
、
安
定
し
た
漁
獲
量

と
収
入
が
実
現
し
、2
0
1
1（
平
成
23
）年
の

平
均
年
齢
は
、
20
～
30
歳
代
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の「
モ
デ

ル
定
置
網
」

の
効
果
を
実

感
し
た
小
田

原
市
漁
業
協

同
組
合（
高

橋
征ま

さ

人と

組
合

長
）
は
、
将

来
に
わ
た
って

若
い
世
代
が

安
心
し
て
海

で
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、

石
橋
漁
場
に

着
目
し
た
の

で
す
。

　
米
神
に
大
型
の
ハ
イ
テ
ク
な
定
置
網
が
導
入

さ
れ
た
た
め
、
石
橋
漁
場
は
米
神
漁
場
の
予

　

道
路
管
理
・
整
備
企
業
と
漁
業
者
と
の
新

し
い
協
力
が
始
まって
い
ま
す
。

　
小
田
原
の
沿
岸
海
域
で
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
の

復
旧
工
事
に
使
わ
れ
、
工
事
終
了
後
不
要
と

なっ
た
消
波
ブ
ロッ
ク
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

西
湘
バ
イ
パ
ス
は
交
通
の
大
動
脈
で
す
が
、

そ
の
騒
音
や
振
動
、
夜
間
照
明
な
ど
、
漁
業

者
に
とって
は
、
漁
獲
への
影
響
が
心
配
さ
れ
る

悩
ま
し
い
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
10
月
の
台
風
で
、
西
湘
バ
イ
パ
ス

西
湘
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
国
府
津
）付
近
の
護

岸
下
の
砂
が
高
波

で
流
出
し
、
ネ
ク

ス
コ
中
日
本
が
海

中
に
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
を
積
ん
で
復
旧

工
事
を
行
い
ま
し

た
。

　
小
田
原
市
漁
業

協
同
組
合
は
、「
工

事
が
終
了
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
を
使
い
終

え
た
ら
、
廃
棄
処

分
す
る
の
で
は
な

若
手
が
担
う
定
置
網

漁
業
の
思
い
が
通
じ
て

高
速
道
路
＆
沿
岸
漁
業

消
波
ブ
ロッ
ク

再
利
用
で
魚ぎ

ょ

礁し
ょ
う

整
備

答え：春・アジ、夏・イサキ、秋・カマス、冬・ヒラメ

二
つ
の
効
果
に
期
待

漁
獲
量
増
加
と
安
定
供
給

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
て

ネクスコ中日本が
協　力
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  財政課　☎33-1312平成26年度 当初予算の概要

民生費
258億9,100万円

土木費
96億5,400万円

総務費
67億9,800万円

衛生費
65億2,000万円

教育費
46億3,300万円

消防費
23億2,500万円

商工費
9億3,600万円

農林水産業費
7億2,700万円
その他（議会費・労働費・予備費）
6億7,200万円

公債費
56億4,400万円 目的別

計638億円

補助事業
41億2,400万円

単独事業
33億500万円

74 億 2,900 万円
（11.7%）

物件費
94億8,500万円

補助費など
43億7,900万円

その他経費
10億1,800万円

148 億 8,200 万円
（23.3%）

その他の経費

投資的経費

102 億 9,600 万円
（16.1%）

繰出金
性質別

計638億円
市税
322億5,800万円
諸収入
17億2,400万円
使用料および手数料
16億600万円
繰越金
11億円
その他の自主財源
14億3,400万円

国庫支出金
112億5,600万円

市債
62億8,800万円

県支出金
39億5,700万円

地方消費税交付金
23億円

地方交付税
10億円

その他の依存財源
8億7,700万円

381億 2,200 万円
（59.8%）

自主財源

256 億 7,800 万円
（40.2%）

計638億円

依存財源

扶助費
161億5,500万円
人件費
93億9,400万円
公債費
56億4,400万円

311億 9,300 万円
（48.9%）

義務的経費

一般・特別・企業会計

0

300

600

900

1,200

1,500

一般会計
638 億円

特別会計
658 億 4,100 万円

企業会計
184億3,400万5,000円

債務額・財政調整基金

0

400

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
（年度）

（億円） （億円）
市全体の債務額 財政調整基金

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

10

15

20

25

30

35

40

1,390 1,368 1,352 1,314 1,271
1,226 1,200 1,154 1,1181,118

1,099 1,100 1,110

18.7
16.7

11.7 11.8

15.1 15.4

19.3
21.3

26.3

30.330.3

1,549 1,522 1,492 1,467 1,492

1,380 1,346
1,291 1,253 1,2201,220

1,203 1,19530.3

37.2
159 154 140 153 221

154 146
137 135

121 103 85

市債残高 土地・建物取得にかかる債務残高 財政調整基金
平成26年度末時点での市全体の実質的な債務総額は約1,195億円となり、平成15年度末の時点と比べ約
23％減少しています。一方で、財政調整基金は平成17年度以降増加し続け、平成25年度末残高は、約37
億円となりました。

総額  1,480億７,500万５,000円

市の基本的な行政事務（福
祉や教育、まちづくりな
ど）を行うための会計。

特定の事業から得られる
収入でその事業を行い、
一般会計とは別に経理す
る会計（天守閣事業、下水
道事業、介護保険事業な
ど11会計）。

地方公共団体が経営する
企業として独立採算制を
基本に、その事業の収入
で運営する会計（水道事
業、病院事業）。

一般会計

特別会計

企業会計

一
般
会
計
　

6
3
8
億
円

一般・特別・企業会計

債務額・財政調整基金

一般会計　歳入

市議会3月定例会で、
平成26年度当初予算が
議決されました。
市の行政運営の
基本的な経費である
一般会計は638億円で、
前年度比51億円（8.7％）の
増となりました。

 「
課
題
解
決
型
」
予
算

　
平
成
26
年
度
は
、「
小
田
原
地
下
街
再
生
」、「
お
城

通
り
地
区
再
開
発
」、「
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
整

備
」の
三
大
事
業
の
本
格
化
、公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
推
進
、地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、市
が
直

面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
事
業
費
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営

　
市
の
財
政
は
、景
気
回
復
な
ど
に
よ
り
市
税
収
入

が
、ま
た
消
費
税
率
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
地
方
消

費
税
交
付
金
が
増
額
と
な
る
も
の
の
、社
会
保
障
関

係
の
経
費
は
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、

市
債
な
ど
の
債
務
を
縮
減
し
な
が
ら
、将
来
に
備
え

て
財
政
調
整
基
金
を
積
み
立
て
る
な
ど
、財
政
の
健

全
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、市
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
と

と
も
に
、福
祉
や
教
育
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財

政
運
営
を
確
保
し
た
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
、健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

最
も
大
き
な
収
入
で
あ
る
市
税
は
、
法
人
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
市
た
ば
こ
税
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、前
年
度
に
比
べ６
億
円
の
増
額
と
なって
い
ま
す
。

ま
た
、三
大
事
業
の
整
備
に
伴
う
財
源
確
保
や
、臨

歳
入
予
算
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民生費
258億9,100万円

土木費
96億5,400万円

総務費
67億9,800万円

衛生費
65億2,000万円

教育費
46億3,300万円

消防費
23億2,500万円

商工費
9億3,600万円

農林水産業費
7億2,700万円
その他（議会費・労働費・予備費）
6億7,200万円

公債費
56億4,400万円 目的別

計638億円

補助事業
41億2,400万円

単独事業
33億500万円

74 億 2,900 万円
（11.7%）

物件費
94億8,500万円

補助費など
43億7,900万円

その他経費
10億1,800万円

148 億 8,200 万円
（23.3%）

その他の経費

投資的経費

102 億 9,600 万円
（16.1%）

繰出金
性質別

計638億円
市税
322億5,800万円
諸収入
17億2,400万円
使用料および手数料
16億600万円
繰越金
11億円
その他の自主財源
14億3,400万円

国庫支出金
112億5,600万円

市債
62億8,800万円

県支出金
39億5,700万円

地方消費税交付金
23億円

地方交付税
10億円

その他の依存財源
8億7,700万円

381億 2,200 万円
（59.8%）

自主財源

256 億 7,800 万円
（40.2%）

計638億円

依存財源

扶助費
161億5,500万円
人件費
93億9,400万円
公債費
56億4,400万円

311億 9,300 万円
（48.9%）

義務的経費

民生費
258億9,100万円

土木費
96億5,400万円

総務費
67億9,800万円

衛生費
65億2,000万円

教育費
46億3,300万円

消防費
23億2,500万円

商工費
9億3,600万円

農林水産業費
7億2,700万円
その他（議会費・労働費・予備費）
6億7,200万円

公債費
56億4,400万円 目的別

計638億円

補助事業
41億2,400万円

単独事業
33億500万円

74 億 2,900 万円
（11.7%）

物件費
94億8,500万円

補助費など
43億7,900万円

その他経費
10億1,800万円

148 億 8,200 万円
（23.3%）

その他の経費

投資的経費

102 億 9,600 万円
（16.1%）

繰出金
性質別

計638億円
市税
322億5,800万円
諸収入
17億2,400万円
使用料および手数料
16億600万円
繰越金
11億円
その他の自主財源
14億3,400万円

国庫支出金
112億5,600万円

市債
62億8,800万円

県支出金
39億5,700万円

地方消費税交付金
23億円

地方交付税
10億円

その他の依存財源
8億7,700万円

381億 2,200 万円
（59.8%）

自主財源

256 億 7,800 万円
（40.2%）

計638億円

依存財源

扶助費
161億5,500万円
人件費
93億9,400万円
公債費
56億4,400万円

311億 9,300 万円
（48.9%）

義務的経費

126億円

1億8,600万円

82億7,600万円

227億5,800万円

3,500万円

1億2,400万円

128億1,000万円

2億4,000万円

38億9,700万円

2億4,200万円

46億7,300万円

658億4,100万円

53億184万7,000円

131億3,215万8,000円

184億3,400万5,000円

▲2.6%

12.1%

4.9%

3.8%

2.9%

▲16.2%

6.2%

▲26.6%

5.0%

1,244.4%

20.8%

4.3%

8.6%

2.6%

4.3%

対前年度
伸率当初予算額会　計　名

特

　別

　会

　計

企
業
会
計

公営競技の競輪事業を実施しています。競輪事業

天守閣事業

下水道事業

国民健康保険事業
国民健康保険
診療施設事業
公設地方卸売市場事業

介護保険事業

宿泊等施設事業

後期高齢者医療事業

公共用地先行取得事業

広域消防事業

特別会計　計

水道事業

病院事業

企業会計　計

小田原城天守閣の維持管理や特別展の実施により観光客の誘致に努めています。

下水道施設の維持管理や新規整備により生活環境の維持向上に努めています。

国民健康保険料と公費をもとに、国民健康保険制度を運営しています。

片浦診療所を運営しています。

青果卸売市場と水産卸売市場を運営しています。

介護保険料と公費をもとに、介護保険制度を運営しています。

ヒルトン小田原リゾート＆スパの施設を所有し、貸し付けを行っています。

原則75歳以上の高齢者に医療給付を行っています。
芸術文化創造センター、お城通り地区、文化・生涯学習施設の整備に先立ち、事業
用地の先行取得を進めています。
2市5町の消防広域化により救急救命体制の充実・強化に努めています。

水道施設の計画的な維持更新を進め、安全・安心な水道水を安定供給します。

県西地域の基幹病院である小田原市立病院を運営しています。

特別会計  658億4,100万円　　企業会計  184億3,400万5,000円

一般会計　歳出

特別会計・企業会計

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施
に
伴
い
、国
庫
支

出
金
が
前
年
度
に
比
べ
約
19
億
8
0
0
0
万
円
の
増

額
と
なって
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る「
自

主
財
源
」の
大
き
さ
は
、
行
政
の
施
策
の
自
主
性
と

安
定
性
に
関
わ
り
、で
き
る
だ
け
多
く
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

性
質
別
予
算

○
義
務
的
経
費

　
支
出
が
不
可
欠
な
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
で

す
。
公
債
費
は
、市
債
発
行
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
減

少
し
て
い
る
一
方
、退
職
手
当
の
増
加
に
よ
る
人
件

費
の
増
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
の
増
加
な
ど

に
よ
る
扶
助
費
の
増
に
よ
り
、全
体
で
前
年
度
に
比
べ

約
６
億
９
２
０
０
万
円
の
増
額
と
なって
い
ま
す
。

○
投
資
的
経
費

　
道
路
や
施
設
な
ど
、将
来
の
資
産
に
つ
な
が
る
経

費
で
す
。
三
大
事
業
の
整
備
が
本
格
化
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
約
28
億
７
５
０
０
万
円
の

増
額
と
なって
い
ま
す
。

目
的
別
予
算

　
民
生
費
は
、臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
給
付
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
約
20
億
８
８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
って
い
ま

す
。ま
た
、
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計

は
総
務
費
、お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
・
小
田
原

地
下
街
再
生
事
業
は
土
木
費
、学
校
施
設
な
ど
の
改

修
事
業
は
教
育
費
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
出
予
算



8

あ
な
た
は
「
親
善
大
使
」

　
2
つ
の
事
業
の
参
加
者
は
、
小
田
原
を
代

表
す
る「
親
善
大
使
」
と
し
て
、
事
前
研
修
、

国
内
交
流
、
海
外
交
流
、
事
後
研
修
、
報
告

会
と
、1
年
間
を
通
し
て
活
動
し
ま
す
。

　
国
内
交
流
、
海
外
交
流
で
は
、
観
光
旅
行

と
は
違
っ
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
な

が
ら
、
相
手
都
市
の
参
加
者
と
ペ
ア
を
組
み
、

お
互
い
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、1

か
月
近
く
一
緒
に
生
活
し
ま
す
。

地
球
市
民
と
し
て
の
第
一
歩

　
小
田
原
か
ら
一
緒
に
参
加
し
た
青
少
年
、

相
手
都
市
の
青
少
年
、
お
世
話
に
な
っ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
・
・
。
大
切
な
思
い
出

を
共
有
で
き
る
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
が
国

内
外
に
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
一
番

の
魅
力
で
す
。

　「
自
分
か
ら
行
動
し
、
自
分
の
意
思
を
伝

え
よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」

「
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て

い
る
」「
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
し
っ
か
り

と
外
の
世
界
に
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
」

　
参
加
者
は
皆
、
多
く
を
学
び
吸
収
し
、
成

長
し
ま
す
。
こ
の
事
業
で
将
来
の
目
標
を
見

つ
け
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

市
内
在
住
の
中
学
1
年
生
～
高
校
3
年
生
　
25
人

参
加
者
選
考
会
　
5
月
25
日（
日
）

国
内
交
流
　
7
月
4
日（
金
）～
14
日（
月
）

海
外
交
流
　
7
月
23
日（
水
）～
8
月
4
日（
月
）

※
そ
の
他
、
事
前
・
事
後
研
修
、
研
究
発
表
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
負
担
金
　
14
万
5
0
0
0
円

申
し
込
み
　
5
月
14
日（
水
）ま
で
に

※�

募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
文
化
政
策
課
、
公
共
施
設
で
配
　

布
し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
ま
た
は
市
内
高
等
学
校
卒
業
の

18
～
28
歳（
昭
和
61
年
4
月
2
日
～
平
成
8
年
4
月
1
日

生
ま
れ
）　
4
人

説
明
会（
希
望
者
の
み
、
要
予
約
）　
5
月
11
日（
日
）

　
午
後
3
時
～
5
時
　
お
だ
わ
ら
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

参
加
者
選
考
会
　
6
月
15
日（
日
）

国
内
交
流
　
7
月
28
日（
月
）～
8
月
8
日（
金
）

海
外
交
流
　
8
月
8
日（
金
）～
20
日（
水
）

※
そ
の
他
、
事
前
・
事
後
研
修
、
報
告
会
、
地
球
市
民
フ
ェ
ス
タ
な

　
ど
の
国
際
交
流
事
業
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
負
担
金
　
10
万
円

申
し
込
み
　
5
月
26
日（
月
）ま
で
に

※�

募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
文
化
政
策
課
、
公
共
施
設
で
配
布

し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

「
こ
の
夏
の
経
験
は
、
私
た
ち
の
ス
タ
ー
ト
地
点
」

海
外
姉
妹
都
市
青
年
交
流
事
業�

「
世
界
観
が
変
わ
っ
た
！
」

と
き
め
き
国
際
学
校

対
象

対
象

期
間

期
間

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
っ
て
、
ど
ん
な
ま
ち
？

　
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
と
は
、
ス
ペ

イ
ン
語
で
「
美
し
い
眺
め
」
と

マ
ン
リ
ー
市
っ
て
、ど
ん
な
ま
ち
？

　
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、

サ
ー
フ
ィ
ン
や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
が

盛
ん
で
す
。1
年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候

と
、
丘
陵
か
ら
青
い
海
を
望
む
眺
望
に

魅
せ
ら
れ
、シ
ド
ニ
ー
に
住
む
人
に
と
っ

て
憧
れ
の
住
宅
地
で
も
あ
り
ま
す
。マ
ン

海外姉妹都市アメリカ合衆国・チュラビスタ市との「海外姉妹都市青年交流事業」。
友好都市オーストラリア・マンリー市との「ときめき国際学校」。
市では毎年、２つの青少年相互交流事業を実施しています。
あなたもこの夏、小田原から世界へ羽ばたいてみませんか。

  文化政策課　☎ 33 - 1703

青少年向け国際交流事業 参加者募集中！

広
げ
よ
う
！�

自
分
の
世
界

最高の仲間と新しい自分に出会える
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募
集

　小田原では、豊富な地域資源を最大限に活用した
経済活性化への取り組みが進んでいますが、その中
でも水産分野は、ここ最近、大変活発な動きを見せ
ています。もともと、日本三大深湾で魚種が豊富であ
り、長い歴史を誇る水産加工技術を持ち、さらに首
都圏にも近く流通に地の利もあるなど、その潜在可
能性は高いのですが、水産の各分野に携わる皆さん
の間での連携とコミュニケーションが、ここ数年で一
気に活発化してきたことが、その大きな要因といえま
しょう。
　まず、水産分野を構成する３大勢力ともいうべき、
漁業者（生産）・市場（卸）・買

かい

受
うけ

人
にん

（小売）の連携が、
このところ極めて良好なことが特筆されます。
 漁業者団体である小田原市漁業協同組合は、高橋
征
まさ

人
と

組合長を中心に、定置網・刺し網・遊漁などに
携わる皆さんの結束も固く、米神の大型定置網に続
き、この３月からは石橋でも高機能の定置網が入るな
ど、ますます漁獲が安定してきました。
　小田原魚市場では、米山典行社長の先見性と首
都圏マーケットへのアプローチ努力などにより、都会
に近く魚種が豊富な小田原の優位性を活

い

かした取引
を広げています。
　魚と消費者の接点を担う買受人組合（鮮魚商や飲
食店の集まり）では、古川孝昭組合長を先頭に、新
鮮でおいしい小田原の魚を求める観光客や、ともす
れば魚食離れしがちな市民に向け、さまざまな工夫を
凝らし、ブランド化と魚食普及を担ってくれています。
　さらに、蒲

かま

鉾
ぼこ

や干物など伝統的な地場産業である
水産加工分野の各事業者や、若手の飲食店経営者
らも加わって、小田原の魚のブランド化に向けた協議
会が編成され、オール小田原水産で動き出している
のです。この布陣は強力！ なお、これらの動きを支え
るべく、市経済部水産海浜課の職員たちも、地道に
汗をかいています。
　小田原の魚をめぐる、これらさまざまな人たちの連
携プレーは、新鮮な水産資源とならび、小田原が誇
る素晴らしい資産だと私は感じています。

「魚をめぐる連携プレー」
小田原市長　加藤 憲一

い
う
意
味
。
抜
け
る
よ

う
な
青
空
、明
る
い
海
、

降
り
注
ぐ
太
陽
と
い
っ

た
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の

の
ま
ち
で
、
真
冬
で
も

Ｔ
シ
ャ
ツ
1
枚
で
過
ご

せ
る
日
も
あ
る
ほ
ど
温

暖
な
気
候

で
す
。メ
キ

シ
コ
と
の

国
境
に
近

い
た
め
、メ

キ
シ
コ
文

化
の
影
響

が
見
ら
れ

ま
す
。

リ
ー（M

anly

）と
い

う
地
名
は
、1
7
8
8

年
、第
一
次
移
民
船
団

を
率
い
る
ア
ー
サ
ー
・フ

ィ
リ
ッ
プ
船
長
が
上
陸
し

た
と
き
、
男
性
的（m

anly

）

な
体
つ
き
の
先
住
民
ア
ボ
リ

ジ
ニ
が
迎
え
た
こ
と
に
由
来

し
て
い
ま
す
。

「派遣青年として活動する中で、私が
生まれ育った小田原市のよさ、日本の
素晴らしさを再確認できた」（平成25

年度小田原市派遣青年）

「世界にはいろいろな人がいて、
皆それを当たり前のこととして
受け入れている。価値観の違い
があっても、互いに理解し合え
ば、うまくやっていけるのだと
思った」（平成25年度ときめき

親善大使）

「日本が恋しい。何より、親
切で温かい小田原の人々が
恋しい」（平成25年度チュラ
ビスタ市派遣青年）

「今、世界で起きてい
ることが、少し身近
に感じられるように
なった」（平成25年度
ときめき親善大使）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
市
民
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　
2
つ
の
事
業
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
通
訳
な
ど
で
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
5
月
14
日（
水
）ま
で
に

※
募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
文
化
政
策
課
、
公
共
施
設
で
配
布
し
て

　
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。
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平
成
26
年
度
実
施
事
業

　
「
市
民
提
案
型
協
働
事
業
」
は
、
市
民
活

動
団
体
の
提
案
に
基
づ
き
、
団
体
が
行
政
と

協
働
で
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
課
題
解
決
や
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
を
目
指
す
も
の
で
す
。
市
民
活
動
団
体

は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
活
動
、
行
政
は
連

絡
調
整
、
情
報
発
信
な
ど
を
担
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
創
設
し
、
事
業
の
提
案
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
10
件
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
会
で
採
択
し
た
６
件
を
今

年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
実
施
事
業
の
提
案
募
集

　
平
成
27
年
度
に
新
た
に
実
施
す
る
市
民
提

案
型
協
働
事
業
を
６
月
20
日
ま
で
募
集
し
ま

す
。
市
と
の
意
見
交
換
を
経
て
、
第
１
次
審

査（
書
類
審
査
）と
第
２
次
審
査（
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）で
事
業
を
選
考
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
内
公
共
施
設
、
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で「
応
募
の
手
引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
市
民
活
動
応
援
補
助
金
」
は
、
市
民
活

動
を
財
政
的
に
支
援
し
、
活
動
の
活
性
化
と

市
民
活
動
団
体
の
自
立
を
図
り
、
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
金

で
す
。

　
平
成
25
年
度
中
に
募
集
し
、
申
し
込
み
の

あ
っ
た
10
件
の
事
業
の
う
ち
、
書
類
審
査
と

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
過
し
た
7

件
が
平
成
26
年
度
の
交
付
事
業
に
決
定
し
ま

し
た
。

「
市
民
提
案
型
協
働
事
業
」と

「
市
民
活
動
応
援
補
助
金
」

市
で
は
、
総
合
計
画「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」の
4
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
の
一

つ
に
、「
市
民
が
主
役
の
小
田
原
」を
掲
げ
、
市
民
活
動
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
事
業
や
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�

  

地
域
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
5
8

「サシバの営巣を復活させる棚田整備」
サシバの営巣復活のため整備した棚田に、地域の人と田植えをす
るようす

動
き
出
す
市
民
と
行
政
の
新
し
い
協
働

市
民
提
案
型
協
働
事
業

事　業　名 団　体　名 交付額（円）

1  酒匂川水系のメダカとその生息環境を保全・
 整備する事業  めだかサポーターの会 100,000

2  小田原ブックマーケット  小田原ブックマーケット運営委員会 100,000

3  市内小学校の小学生に対するスクールボランティ 
 ア活動 （防犯教室・サマースクール）の推進  スクールボランティア・色えんぴつ20 100,000

4  竹林の美化  じゃがいもの会 100,000
5  トムソーヤになろう（自然体験による人間再生）  NPO法人  命を大切にする小田原を創る会 100,000

事　業　名 団　体　名 交付額（円）
1  サシバの営巣を復活させる棚田整備  サシバプロジェクトチーム 200,000

2  小田原子育て支援ポータルサイト「ぴんたっこ」   
 運営事業

 小田原子育て支援ポータルサイト「ぴん 
 たっこ」運営協議会 200,000

〈ステップアップコース　プランA〉（事業費の70％　上限20万円）

〈スタートアップコース〉（上限10万円）

市
民
活
動
応
援
補
助
金

事　業　名 概　　　要 団　体　名
 安全安心コミュニティ
 事業

 ●防犯対策マニュアルを用いた講習会の実施
 ●青パトによるパトロールと導入講習会の実施

 NPO 法人  日本犯罪防止事業団
 神奈川県本部小田原支部

 障がい者地域交流活動
 プラザ事業

 ●趣味活動やパソコン教室などを通じた障がい者との交流
　事業の実施
 ●難病支援　●ノーマライゼーション啓発研修会の開催

 NPO 法人  サポート KAZE

 駅からガイド事業
 ●小田原駅から小田原城に至る市街地の名所・旧跡を案
　内するガイドツアー
 ●ガイド養成のための研修会を実施

 NPO 法人  小田原ガイド協会

 プレイパーク事業
 ●プレイパークの開催
 ●プレイパークや遊びなどの理解を深める学習会を実施  pp ＠ seisho

 校庭・園庭芝生化事業
 ●校庭・園庭の芝生化
 ●芝生化の効果の調査研究  下府中コミュニティ Shin 2

 日本語指導を中心とする
 生活支援事業

 ●外国出身者への日本語教室の開催
 ●講師養成のための指導法講習会や学習者を交えた日本語
　研修会の実施　●外国出身者への生活相談

 日本語教室いろはの会

  

交
付
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

市民が
主役の
小田原

平成26年度実施の市民提案型協働事業
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5
月
は「
消
費
者
月
間
」

　
消
費
者
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
43
年
5
月
30
日
に「
消
費
者
保
護

基
本
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
つ
な
が
ろ
う　
消
費

者　
～
安
全・安
心
な
く
ら
し
の
た
め
に
～
」。

　
「
消
費
者
月
間
」
に
は
、
消
費
者
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
消
費
者
問
題
に

関
す
る
事
業
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

　
市
が
月
間
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
参
加
、
傍
聴
し
、
消
費
生
活

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

「
く
ら
し
の
講
座
」

5
月
16
日（
金
）　
午
後
2
時
～
4
時

け
や
き
４
階　
第
2
会
議
室

く
ら
し
の
中
の
食
品
表
示

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
食
品

表
示
一
元
化
検
討
会
委
員

森
田
満ま

き樹
さ
ん

60
人（
申
込
先
着
順
）

直
接
ま
た
は
地
域
安
全
課

（
☎
33 - 

1
7
7
5
）に
電
話
で
。

「
足
柄
下
地
区
消
費
者
団
体
行
政
連
絡
会
」

5
月
29
日（
木
）　
午
後
２
時
～
３
時

け
や
き
４
階　
第
2
会
議
室

消
費
者
団
体
と
行
政
の
活
動
内
容
な

ど
の
情
報
共
有
、
意
見
交
換

（
ど
な
た
で
も
、
傍
聴
で
き
ま
す
）

　
「
小
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
は
、
小

田
原
市
、
箱
根
町
、
真
鶴
町
、
湯
河
原
町

に
、
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
が
利
用
で
き

る
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
す
。
消
費
生
活

に
関
す
る
出
前
講
座
や
、
啓
発
用
D
V
D
な

ど
の
貸
し
出
し
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

  

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
相
談
専
用
）　
　

　  

☎
33 - 

1
7
7
7

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生
活
に
関
す

る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

月
～
金
曜
日（
年
末
年
始
、
祝
日
・
休

日
を
除
く
）　

午
前
9
時
30
分
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時

市
役
所
２
階　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

　

70
歳
以
上
の
人
か
ら
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見
守

り
に
努
め
て
い
ま
す
。
皆
で
、
悪
質
商
法
な

ど
の
被
害
に
遭
い
や
す
い
高
齢
者
を
守
り
ま

し
ょ
う
。「
お
や
っ
」
と
思
っ
た
ら
相
談
メ

モ
を
作
り
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

地
域
・
家
庭
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
る
中
で
、
消
費
生
活
と
経
済
社
会
と
の

関
わ
り
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
も
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
知
識
を
習
得
し
、
被
害
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　		

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
7
7
5

  

消
費
生
活
に
つ
い
て
学
ぼ
う

  

地
域
の
見
守
り
に
よ
る
連
携

  
暮
ら
し
に
役
立
つ

 

「
小
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

場
所

内
容

日
時

講
師

場
所

申
込
定
員

内
容

日
時

日
時

場
所

安全・安心な
くらしの
ために

　 

相談する前にメモを書くことで、
問題を整理できます。

① 契約したのは、いつですか？
② 何を契約しましたか？
③ いくらですか？
④ どこから買いましたか？
⑤ 契約のきっかけは？

消費生活センターに相談するときは
相談メモを作ろう！

順位 商品・サービス 件数
（件） 事　例　内　容

1  オンラインなど
 関連サービス 84 アダルトサイト・出会い系サイトなど利用料金の架

空請求・不当請求、プロバイダーとの契約

2  ファンド型
 投資商品 39

「郵便物が届いていないか。買い取りたい」との電話
の後、不動産投資の資料が届いた。悪質な投資商品
の相談

3  賃貸アパート 28 賃貸アパートを退去する際の、退去費などの相談

4  商品一般 18 クーリング・オフ制度についての相談など

5  フリーローン・
 サラ金 11

消費者金融会社、クレジット会社、銀行などが扱う、
使途を限定しないで設定されている消費者ローン
の契約

平成25年度 上半期（4～9月）主な苦情相談事例　上位件数（苦情のみ）

つ
な
が
ろ
う

 
消  

費  

者

《
最
近
多
い
相
談
事
例
》

　
突
然
、
知
ら
な
い
人
か
ら「
3
0
0
0
万

円
あ
げ
る
」と
メ
ー
ル
が
届
い
た
。サ
イ
ト

か
ら
登
録
し
な
い
と
連
絡
先
が
分
か
ら
な

い
た
め
、
3
0
0
0
円
で
登
録
。メ
ー
ル
交

換
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
何
度
も
購
入
し

た
が
、
結
局
3
0
0
0
万
円
は
振
り
込
ま
れ

な
か
っ
た
。

　
　
　

⇒
　
　
　

⇒
　
　
　

⇒

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
斡あ

っ

旋せ
ん

交
渉
し
、
支

払
っ
た
金
額
の
一
部
が
返
金
さ
れ
た
。
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平
成
22
年
に
木
造
住
宅
を
新
築
。

平
成
26
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産
税

が
高
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
？

　
　

新
築
の
住
宅
は
、
原
則
初
年
度

か
ら
※
３
年
間
に
限
り
、
床
面
積
の

1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル（
約
36
坪
）ま
で

の
固
定
資
産
税
が
２
分
の
1
に
減
額
さ

れ
ま
す
。
平
成
22
年
に
新
築
の
場
合
は
、

平
成
23
～
25
年
度
ま
で
減
額
さ
れ
、
26

年
度
か
ら
本
来
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

※
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
の　

　
場
合
は
、原
則
5
年
間
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

前
年
度
ま
で
は
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
の
に
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
納
め
る
よ
う
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き

た
の
は
な
ぜ
？

　
　

所
有
者
や
、
共
有
名
義
の
構
成
員

持
分
を
変
更
し
た
場
合
、
前
年
度
に
引

き
続
き
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
変
更
後
の
第
１
期

分
は
窓
口
で
納
め
、
改
め
て
口
座
振
替

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

共
有
者
用
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ

て
き
た
け
ど
、
こ
の
通
知
書
で
税
金
を

納
め
る
の
？

　
　

共
有
者
用
納
税
通
知
書
は
、
共
有

名
義
の
構
成
員
が
い
る
と
き
に
、
代
表

固
定
資
産
税
な
ど
の 

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

  

資
産
税
課
　
☎
33 - 
1
3
6
1

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
所
有
す
る

土
地
や
家
屋
の
価
格
を
、
他
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
帳
簿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
固
定
資
産
税
の
縦
覧
）。

6
月
2
日（
月
）ま
で（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

資
産
税
課

　
平
成
24
年
度
に
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
、
住
宅
用
地
や
特
定
市
街
化
区
域
農
地

の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
の
課
税
標
準
額
を
当
該
年
度

の
本
則
課
税
標
準
額
で
割
っ
た
負
担
水
準

が
90
～
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
場
合
、
税

額
を
前
年
度
と
同
じ
に
据
え
置
く
経
過
的

措
置
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
こ
の
経
過
的
措

置
が
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
税
額
が

据
え
置
か
れ
て
い
た
土
地
に
つ
い
て
、
本

来
の
税
額
に
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
登
記
簿
上
の
土
地
、
家
屋
の
所
有
者
、

未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
と
償
却
資
産

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。1
月
2
日

以
降
に
固
定
資
産
を
売
却
す
る
な
ど
し
て

も
、
そ
の
年
度
の
税
金
全
て
が
1
月
1
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
、
市
役
所
、
指
定
の
金

融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓

口
で
納
付
書
を
使
っ
て
納
め
る
か
、
口
座

振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

4
期
分
の
納
付
書
を
同
封
し
ま
す
。
納

期
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

税
額
が
30
万
円
を
超
え
る
納
付
書
に

は
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
の
で
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ

ん
。

※�

口
座
振
替
用
と
共
有
者
用
の
納
税
通
知

書
に
は
、
納
付
書
は
同
封
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。�

5
月
は
、「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
」を
発
送
す
る
月
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
市
税
収
入
の
約
半
分

を
占
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

課
税
対
象
者
は
…

固
定
資
産
税
の
確
認
は
…

納
付
方
法
は
…

据
え
置
き
措
置
が
廃
止

場
所

日
時

者
以
外
に
税
額
や
期
別
納
付
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
納
付
は
、

代
表
者
に
お
送
り
す
る
納
付
書
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　

昨
年
、
住
宅
を
取
り
壊
し
て
更
地

に
し
た
ら
、
土
地
の
税
額
が
上
が
っ
た

の
は
な
ぜ
？

　
　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
は
、
特

例
に
よ
り
税
額
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
更
地
や
駐
車
場
に
す
る
と
、
こ
の

特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
土

地
の
税
額
が
上
が
り
ま
す
。

　
　

地
価
が
下
落
し
て
い
る
の
に
、
土

地
の
固
定
資
産
税
が
下
が
ら
な
い
の
は

ど
う
し
て
？

　
　

土
地
の
評
価
額
は
平
成
６
年
度
の

評
価
替
え
か
ら
、全
国
的
に
地
価
公
示
の

７
割
を
め
ど
に
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

際
、税
負
担
の
急
激
な
増
加
を
避
け
る
た

め
、段
階
的
に
引
き
上
げ
る
負
担
調
整
措

置
を
行
い
ま
し
た
。現
在
、税
負
担
が
高

い
土
地
は
税
額
を
引
き
下
げ
た
り
据
え

置
い
た
り
す
る
一
方
で
、税
負
担
が
低
い

土
地
は
税
額
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、税
額
が
地
価
の
動
向
と
一
致
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
、よ
く
あ
る
質
問
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箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
愛
称
は
、
公
募
で
寄
せ
ら
れ
た

3
8
0
点
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
大
窪
小
学
校
2
年
樋
口
愛
子
さ
ん
の
作

品
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
４
月
に

は
箱
根
ジ

オ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
、

樋
口
さ
ん

　
11
人
め
の
小

田
原
ふ
る
さ
と

大
使
に
、
俳
優

の
合ご

う

田だ

雅ま
さ

吏し

さ

ん
が
就
任
し
ま

し
た
。

　
合
田
さ
ん
は
、

県
立
小
田
原
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
早
稲

田
大
学
教
育
学
部
に
進
学
。
民
間
企
業
へ

の
就
職
を
経
て
、「
超
力
戦
隊
オ
ー
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
で
俳
優
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
か
ら
7
年
間
、
国
民
的
人
気

時
代
劇
「
水
戸
黄
門
」
の
「
格
さ
ん
」
こ

と
、
渥あ

つ

美み

格か
く

ノの

進し
ん

役
を
務
め
、
そ
の
後
も
、

ド
ラ
マ
や
舞
台
な
ど
に
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
小
田
原
は
歴
史
の
あ
る
城
下
町
。時
代
劇

で
培
っ
た
経
験
と
人
脈
を
生
か
し
、小
田
原

を
舞
台
と
し
た
合
田
さ
ん
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

と
、「
は
こ
ジ
郎
」

を
デ
ザ
イ
ン
し

た
有
村
綾
さ
ん

の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
は
こ
ジ
郎
」

は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
箱
根

ジ
オ
パ
ー
ク
を

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
決
定

 「
は
こ
ジ
郎
」を
よ
ろ
し
く
ね
！

小
田
原
ふ
る
さ
と
大
使

「
格
さ
ん
」こ
と 

合
田
雅
吏
さ
ん
が
就
任
　

  

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
3
7
9

  

広
報
広
聴
課
　
電
話
33 - 

1
2
6
8

車
で
下
っ
て
い
て
、
60
代
の
女
性
と
衝

突
。
女
性
は
脳
挫
傷
の
重
傷
で
植
物
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
の
原
因
は
児
童

の
前
方
不
注
意
。
児
童
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

保
護
者
が
児
童
に
事
故
防
止
の
指
導
を

し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
母
親
に
約

9
5
0
0
万
円
の
賠
償
支
払
い
が
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。

（
神
戸
地
裁
　
平
成
25
年
7
月
4
日
）

　
平
成
25
年
12
月
に
改
正
道
路
交
通
法
が

施
行
さ
れ
、
自
転
車
が
道
路
の
右
側
に
あ
る

路
側
帯
を
走
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

違
反
し
た
場
合
は
3
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

　
路
側
帯
と
は
、
歩
道
の
な
い
道
路
端
に

白
線
で
区
画
さ
れ
た
部
分
で
、
主
に
歩
行
者

が
通
行
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
転
車
は
、
車

道
の
左
側
を
走
行
す

る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
路
側
帯
を
通
行

す
る
際
は
、
歩
行
者

優
先
で
あ
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
遊
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
5
月
は「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」

自
転
車
も
　
の
れ
ば
車
の
　
な
か
ま
い
り

道
路
交
通
法
改
正

自
転
車
の
逆
走
は
法
律
で
禁
止

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

１
３
９
６

　　
自
転
車
は
、
幅
広
い
年
代
の
人
が
利
用

す
る
身
近
な
交
通
手
段
で
す
。

　
し
か
し
、
利
用
者
の
ル
ー
ル
違
反
、
マ

ナ
ー
の
欠
如
に
対
す
る
批
判
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　
市
で
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で

も
減
ら
す
た
め
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
利
用
者
へ
の
交
通
ル
ー
ル
の
周
知

と
、
安
全
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
に
、
交
通

ル
ー
ル
や
、
マ
ナ
ー
を
伝
え
て
い
ま
す
か
。

　
自
転
車
は
遊
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通

手
段
の
一
つ
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
必
ず
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
裁
判
が
あ
り
ま
し
た

　
平
成
20
年
9
月
の
夜
、
小
学
５
年
生

が
神
戸
市
内
の
住
宅
街
の
坂
道
を
自
転

平成25年度
市交通安全ポスターコンクール
小田原市教育委員会教育長賞
田中秀雄さん（千代中学校３年（当時））

路側帯 路側帯車　道

４月２日に委嘱式を行いました。

「はこジ郎」

箱根ジオミュージアム



障
が
い
者
の
働
く
場
1

連 載
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小
田
原
市
消
防
団
女
性
分
団
発
足
式

が
、４
月
６
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、遠
藤

和
幸
消
防
団
長
か
ら
女
性
消
防
団
員
20
人

に
、辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
発
足
し
た
女
性
分
団
の
団
員
は
、

公
募
に
よ
り
選
考
。団
員
は
、10
代
か
ら
50

代
ま
で
と
幅
広
く
、ま
た
、
大
学
生
、
会
社

員
、
保
育
士
、
公
務
員
や
主
婦
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
環
境
の
女
性
で
す
。
女
性
分
団
は

市
消
防
団
本
部
付
の
分
団
と
し
て
、
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
て
の
防
火
指
導
、
春
秋
の

火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
広
報
活
動
、
応

急
手
当
普
及
活
動
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま

防
災
に
女
性
の
視
点
を

消
防
団
女
性
分
団
が
発
足

す
。消
防
団
に
女
性
の
「
視
点
」
を
取
り
入

れ
、さ
ら
な
る
地
域
防
災
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
発
足
式
で
は
、
辞
令
交
付
、
分
団
旗
授

与
、
団
長
訓
示
、
加
藤
市
長
か
ら
の
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
女
性
消
防
団

員
を
代
表
し
て
水
岡
美
奈
子
分
団
長
が
次

の
よ
う
に
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
女
性
分
団
は
、『
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
』の
精
神
で
、

小
田
原
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、

消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
　

※
消
防
団
や
女
性
分
団
に
つ
い
て
詳
し
く

　
は
、小
田
原
消
防
署
消
防
課

　
☎
49 - 

4
6
0
2

　

市
内
3
か
所
で
運
営
す
る「
あ
り
ん
こ

ホ
ー
ム
」は
、
現
在
、
約
80
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
大
切
に
、
自
立
し
た
日
常
生

活
と
社
会
生
活
を
送
る
た
め
、
作
業
活
動

や
機
能
訓
練
、
生
活
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

作
業
活
動
で
行
う
自
主
製
品
の
製
作
で

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

廃
油
を
石
け
ん
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
和

紙
、
和
服
地
や
古
布
か
ら
は
洋
服
や
小
物

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
は
、

菓
子
箱
の
組
み
立
て
、
土
産
品
の
加
工
、

温
泉
施
設
用
の
浴
衣
の
帯
を
畳
む
作
業
な

ど
の
注
文
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
平
成
22
年

度
か
ら
市
の
生
ご
み
堆
肥
化
推
進
事
業
用

の
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
基
材
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
の
分

別
も
手
掛
け
ま
す
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
施

設
の
運
営
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
」と
、所

長
の
高
橋
直
美
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
、
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
ん
こ
ホ
ー
ム  

あ
り
ん
こ
ホ
ー
ム（
浜
町
4 - 

29 - 

1
）

就
労
継
続
支
援
事
業
所

第
2
あ
り
ん
こ
ホ
ー
ム（
扇
町
2 - 

31 - 

5
）

生
活
介
護
事
業
所
、就
労
継
続
支
援
事
業
所

第
3
あ
り
ん
こ
ホ
ー
ム（
鴨
宮
3
2
8
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

昨年9月の「ありんこ祭」には加藤市長も訪問。右端が、所長の高橋さん。

決意表明する水岡分団長

力
民
市

 連  載



みかんちゃんとジョー君の
株式会社柏木美術鋳物研究所は、室
町時代からの小田原鋳物の伝統を受
け継ぐ鋳物製品の工場です。主に風
鈴・鈴などの鳴物、花器・茶道具など
の製造をしています。

代表取締役の柏木照之
さんに作業工程を案内
してもらいました。

柏木美術鋳物研究所の巻
株式会社柏木美術鋳物研究所
所在　中町3-1-22

14

1

葉の形の製品（写真下段）を作る
ために、型を取っているんだ。
「砂型鋳造」といって、砂に粘土
を混ぜた鋳型を使った、昔なが
らの鋳物の作り方だよ。

すな　がた

なりもの

なんで砂を押してるの？

製品一つに、
型が一つ
必要なのよ。

4

製品を鋳型から取り出すと、ど
うしても鋳型は壊れてしまうん
だ。だから、製造するたびに型を
作るんだよ。

鋳型を壊してしまってるよ！

本当に一つ一つ
手作業で作られているのよ。

5

鋳型から出した後、製品をブラ
シと研磨機で磨いて仕上げてい
くんだ。

ピカピカに変わっていくね！

みるみるうちに、
きれいな色になるわね。

6

色をつけて、他の部分と組み合
わせると、製品になるんだ。

でき上がったよ!

鐘も柏木鋳物さんで
作っているのかな？

音の出る「鳴物」を
得意としているの。

もちろん、この鐘も
作っているわよ。
風鈴も有名だわ！

2

製品のもとになる金属を、鋳型
に流し込むために炉で溶かして
いるんだ。製品に応じた溶け具
合を、炎の色や金属の粘度でみ
るんだ。

すごい炎！ 熱そう！

固まっても金属は熱いから、
赤くなっているのね！

3

金属が鋳型の注ぎ口から、あふ
れてしまわないよう、注意深く
注ぐんだ。

溶けた金属は、固まった後も冷
えるまで、型に入れて
置いておくんだよ。

金属がどろどろに溶けているよ！

注意力と経験が
必要なの。

梅花ちゃんと黒松おじ
いさんが市内の企業な
どを訪ねた社会科見
学。今月からキャラク
ターをリニューアルし
てお届けします。

もの知りで優しいみかんちゃんと、やんちゃなジョー君が、
市内地場産業の事業所を訪ねます。

ちりり～ん

広報　小田原　2014.5.115
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栄養士が描くイラストで、
栄養士の目線で、子どもに身につけてほしい食事マナーなども、楽しく解説。

　
昔
か
ら
、「
赤
」に
は
邪
気

を
払
う
力
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
赤
米
を
蒸
し
て
神
様
に

供
え
る
風
習
が
、
祭
り
や

祝
い
事
に
赤
飯
を
炊
く
形

で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
は
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
に

味
わ
っ
た
季
節
感
の
あ
る
献
立
を
、
食

す
機
会
が
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
年
中
行
事
や
行
事
食
に
は
、
手
を
か

け
て
育
て
た
農
作
物
へ
の
思
い
や
、
家

族
の
健
康
や
成
長
へ
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
ま
す
。

　
片
浦
小
学
校
栄
養
士
の
岩
田
加
那
さ

ん
は
、
行
事
食
を「
目
で
見
て
」「
食
べ

て
味
わ
う
」こ
と
で
、
子
ど
も
に
一
年

の
節
目
節
目
の
行
事
の
知
識
と
、
日
本

の
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統
的
な
食
文

化
の
奥
深
さ
を
伝
え
た
い
と
、
献
立
を

考
え
て
い
ま
す
。

入　学
おめでとう給食
片浦小学校

お赤飯給食。もち米にうるち米を混ぜたご飯で、給食
でも「もちもち」とした食感を楽しむことができます。

●かつお厚削り  16g
●新じゃがいも  中1個（厚めのいちょう切り）
●新たまねぎ  中1/2個（スライス）
●新にんじん  1/4本（いちょう切り）
●春キャベツ  2枚（太めの短冊切り）
●油揚げ  1枚（短冊切り）
●みそ  大さじ2

材　料
かつお厚削りは、水につけておく。中火で加
熱し、沸騰しないように気をつけながら、コト
コトだしを取る。
油揚げは、熱湯で油抜きをする。
❶のだしに、にんじん、たまねぎを入れ、しば
らくしたら、じゃがいも、油揚げを加えて煮る。
じゃがいもが軟らかくなったら、キャベツを加
え、みそを溶かす。

❶

❷
❸

❹

作り方

春野菜のみそ汁 （4人分） 春に取れる野菜を使った、具だくさんのみそ汁です。
だしとみそと春野菜のやさしい甘みを味わいます。

祝 

い
の
食

あ
か

か

な

ま
い

給
食
は
、一
年
を
通
じ
て
、

伝
統
的
な
食
文
化
を
子
ど
も
に
伝
え
て
い
ま
す
。

片
浦
小
学
校
の
４
月
最
初
の
給
食
に
は
、

入
学
・
進
級
を
祝
い
、赤
飯
を
炊
き
ま
し
た
。

牛
乳
、照
り
焼
き
ハ
ン
バ
ー
グ
、

春
野
菜
の
み
そ
汁
と
、春
を
味
わ
う
献
立
で
す
。

その 1

栄養士・岩田加那さん

今
日
の
献
立
は
何
だ
ろ
う
？

季
節
を
感
じ
、

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
く
献
立
・
・
・

学
校
給
食
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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